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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 8年 5月 

〔漁 業〕 

・ 5月の漁獲量は､前年を2,286㌧下回り､漁獲金額は前年を9,500万円上回った｡漁獲量では､底曳網

漁､定置網漁､カレイ漁が大幅な減少､タコ漁､昆布は増加している｡漁獲金額では､定置網漁､カレ

イ漁､ナマコ漁､ホッキ漁が減少､タコ漁､エビ籠漁､カニ漁､昆布が増加している｡定置網漁は､各

地区で不調となり､前年比2,012㌧減少している｡ 

〔軽種馬生産業〕 

・ 門別競馬場で開催中の道営ホッカイドウ競馬が今季も好調なスタートを切った｡開幕初日から多

くのファンが詰めかけ､大型連休中もにぎわいを見せた｡開幕初日の4月15日には､馬券販売額が

前年に続き7億円を突破し､7億8,169万円を記録｡大型連休終盤の5月5日の入場者数は3,538人と

過去最多だった2023年の3,546人に迫る勢い｡北海道軽種馬振興公社は､来場者増加の要因につい

て､昨年放送されたテレビドラマ｢ザ・ロイヤルファミリー｣の影響や､連休とレースの開催日が

重なったことなどを挙げている｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の5月中発注額は21億79百万円で､前年を8億72百万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の5月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は43億3,300万円で前年を52億3,500万円下回った｡ 

・ 5月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､3件で､前年を1件上回った。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 広尾町の1次産業の発信に取り組むピロロツーリズム推進協議会(菊地亜希会長)は､広尾産の牛

肉・コンブ・塩を用いた加工食品｢ＫＯＭ ＢＥＥＦ(コンビーフ)｣を商品化した｡原材料は､菊

地会長が夫亮太さんとともに経営する菊地ファームの経産牛､町内のコンブ漁師保志弘一さん

が生産する｢星屑昆布｣(ほしくずこんぶ､コンブの粉末加工食品)､広尾沿岸の海水から製塩した

鈴木牧場の｢十勝の塩｣を使用｡牛脂以外は｢広尾町産｣で仕上げた｡ 

〔観光・その他〕 

・ ゴールデンウィーク後半5日の襟裳岬は､札幌・帯広ナンバーのマイカーを主体に本州ナンバー

も目立ち､100台ほどが駐車して､観光客でにぎわいを見せていた｡｢こどもの日｣とあって親子連

れが目立ち､風の館展望室では岩礁帯に群れて寝そべるゼニガタアザラシを観察していた｡  

・ 〔雇 用〕 

・ 5月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を52億3,500万円下回り､

町発注工事は前年を8億7,200万円上回った｡漁業の漁獲量は､前年を2,286㌧下回り､漁獲金額は､

前年を9,500万円上回った｡漁獲量では､底曳網漁､定置網漁が大幅な減少､タコ漁､昆布は増加し

ている｡漁獲金額では､定置網漁､カレイ漁が減少､タコ漁､エビ籠漁､カニ漁､昆布が増加している｡        

中東情勢の悪化に伴う原油高やナフサの供給不安が長期化し原油由来の資材が高騰している｡ 

飲食料品の値上げも続いており､7月の値上げは2千品目を超える予定｡この影響は個人のみなら

ず､各業種においても､原油やナフサの供給不安が長期化し､石油関連製品の価格が上昇している｡

建設業でも建設資材の調達に影響が出ている｡中東情勢の混乱は地域経済全体に影を落としてお

り､その影響は深刻になってきている。 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ホッキ､ナマコ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳網､エビ籠､カニ､ツブ､漁等｡ 

令和8年5月の総漁獲量2,857㌧･総漁獲額11億1,300万円(前年同月比2,286㌧減･9,500万円増)｡ 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

底曳網漁………   276ｔ ・  36百万円 ( 前年同月比   127ｔ減 ・    7百万円増 ) 

定置網漁………  1,878ｔ ・ 395百万円 ( 前年同月比 2,012ｔ減  ・   23百万円減 ) 

カレイ漁………     61ｔ ・  15百万円 ( 前年同月比     23ｔ減  ・  175百万円減 ) 

タコ漁…………    145ｔ ・ 127百万円 ( 前年同月比     48ｔ増  ・   59百万円増 ) 

ツブ漁…………     50ｔ ・ 31百万円 ( 前年同月比   19ｔ減 ・    7百万円増 ) 

ウニ漁…………    5ｔ ・ 12百万円 ( 前年同月比  増減なし ・     増減なし ) 

ナマコ漁………   16ｔ ・ 24百万円 ( 前年同月比     3ｔ減 ・   19百万円減 ) 

エビ籠漁………   133ｔ ・ 105百万円 ( 前年同月比     9ｔ増  ・   16百万円増 ) 

ホッキ漁………    68ｔ ・  35百万円 ( 前年同月比    14ｔ減  ・   12百万円減 ) 

カニ漁…………     42ｔ ・  30百万円 ( 前年同月比     10ｔ増  ・   10百万円増 ) 

昆 布…………    88ｔ ・ 246百万円 ( 前月同月比     24ｔ増  ・   55百万円増 ) 

その他………･･     95ｔ ・  57百万円 ( 前月同月比    179ｔ減  ・  170百万円増 ) 

※エビ籠・カニ漁は､ほとんどがオオズワイガニの漁獲となっている。 

 

 

 えりも漁協のオオズワイガニは、昨年度の金額実績を前年度比４３％増の18億６千万円 

に伸ばした。 

順調な水揚げが続き数量は１１％増の２,１００トンに増え、キロ平均単価も２６％高  

の８６０円に上昇した。 

鮮魚の中では取扱高が最も多く主要魚種の一つに成長したが、漁業者からは「徐々に獲 

  れる漁場が狭くなっている」と懸念する声もあり、漁の持続化に向けて今後も資源管理に 

  努めながら操業していく。 

 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業・農業〕 

・ 中央競馬の3歳牝馬クラシック第87回オークス＝優駿牝馬＝(ＧⅠ､芝2400㍍)は24日､18頭が出走

して東京競馬場で行われ､新ひだか町静内・飛野牧場生産のジュウリョクピエロ(今村聖奈騎手)

が直線で馬群を抜け出し優勝した｡重賞初勝利｡同牧場生産馬のＧⅠ優勝は､2019年の日本ダービ

ーを制したロジャーバローズ以来､7年振りのＧⅠ勝利となった｡ 

・ 日高軽種馬農協が主催する競走馬の競り市で今年の皮切りとなる2歳馬の｢トレーニングセール｣

が､札幌競馬場で開かれた｡前年より20頭少ない74頭が上場され､58頭が競り落とされた｡売却率

は前年比6.04㌽増の78.38％と､過去10年では2023年(78.45％)に次ぐ高さとなった｡売却総額は

同31.18％減の3億4,716万円だった｡最高額は父ロジャーバローズ､母トップギャルの子で､浦河

町のトラストスリーファームが生産した牡馬の2,145万円だった｡ 

・ 新ひだか町静内のＪＡしずない野菜集出荷センターで､町の特産品ミニトマト｢太陽の瞳｣の出荷

が本格化している｡今季の出荷作業は6月中旬にピークを迎え､11月まで続けられる｡15日には､

町内の11戸が生産した約2千㌔が持ち込まれた｡道内をはじめ､大阪や名古屋､関東方面に出荷し､

1,250㌧､9億5千万円の売り上げを目指す｡ 

・ 浦河町のひだか東農協は4月から､浦河､様似の両町で栽培されている特産夏イチゴの育苗を試験

的に始める｡これまで苗は道内の育苗農家から仕入れていたが､高齢化や後継者不足などで確保

が難しくなることが見込まれるため｡浦河町内のビニールハウスで今月下旬から栽培をはじめ､

生産量や品質を分析したうえで事業化の可能性を探る｡試験栽培する苗は夏イチゴ品種｢すずり

っか｣を検討しており､北広島市の農薬メーカー｢ホクサン｣から仕入れた親苗1,500株を使用｡親

苗から伸びた茎の先につく子苗をポットに移して育てる｡来春の定植を目標に､5万株の生産を目

指す｡育苗作業は浦河町内の夏イチゴ農家1戸に委託する｡ 

 

〔花き栽培〕 

・ 5月の花き出荷実績は､48万本､金額6,313万円(前年同月54万本､6,372万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の5月中の請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､ 

43億3,300万円で､前年同月比52億3,500万円減少した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和8年5月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 1 3 6 10 73 682 143 898 2 

浦 河 町 4 5 0 9 34 38 0 72 0 

様 似 町 4 3 5 12 58 316 124 498 1 

えりも町 2 2 0 4 14 76 0 90 0 
広 尾 町 3 2 1 6 414 194 13 621 0 

計 14 15 12 41 593 1,306 280 2,179 3 

・ 5月中町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 21億7,900万円となった｡(前年同月13億700万 

円)｡工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は2件下回り､金額は8億7,200万円上回った｡ 

・ 5月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は3件で､前年を 1件上回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材5月の出荷状況(広尾地区)は､数量が638㌧(前年420㌧)で前年比51.9％の増加｡ 

出荷金額は1,465万円(同971万円)で前年比50.9％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)の5月受注は前年同月並み｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜類は､北海道産ではダイコン､ハクサイ､ホウレン草､ニラ､アスパラガス､セロリ､トマト等 

が出荷され､他は本州産｡果物は､本州産のリンゴ､イチゴ､メロン等が出荷されている｡ 

 

〔小売業・飲食業〕 

・ 全道1のピーマン生産地の新冠町で､地場産を使った新商品｢ピーマンどら焼き｣が人気となっ 

 ている｡道の駅サラブレッドロード新冠限定で3月14日に販売を始め､約2カ月で300個超を 

 売り上げた｡道の駅で長年親しまれてきたピーマンのチップス､ようかん､アイスが製造元の事 

業縮小で販売終了になり､｢ピーマンのどら焼きは全国でもここだけでは｣と新たな看板商品に 

期待している｡どら焼きは､洞爺湖町の菓子店｢岡田屋｣が製造｡フリーズドライにした特産の｢に 

いかっぷピーマン｣の粉末を生地に練り込み､1枚ずつ手焼きした｡生地は淡い緑色で､ピーマン 

の風味がほのかに感じられる｡ 

 

〔観光・その他〕 

・ 浦河観光協会は5月2、3日の両日､浦河町西舎のうらかわ優駿ビレッジアエル周辺で開催し 

た｢第59回優駿の里浦河桜まつり｣などの入込者数を発表した｡2日間の入込者数は5,587人(前 

年5千人)となった｡一方､まつり関連イベントの入込状況は､｢うらかわオバケ桜｣の鑑賞者数 

は4月24～26日の3日間で4,232人(同1,645人)と前年を2,587人上回った｡4月27日から 

5月3日までの7日間､午後6時半から9時まで行われた｢夜桜ライトアップ｣の鑑賞者数は4,688 

人(同8千人､13日間)だった｡開花は例年より早く､4月22日に開花､28日に満開宣言し､｢優 

駿さくらロードと周辺桜の見どころ｣の見学者数は､4月25日～5月6日までの12日間で4万 

6,286人(同4万7千人､13日間)で町内外の多くの人が浦河のさくらを楽しんだ｡ 

・ 浦河町西舎の観光宿泊施設｢うらかわ優駿ビレッジアエル｣に､中央競馬で活躍したＧⅠ馬｢ナ 

 カヤマフェスタ｣をテーマにした客室がお目見えした｡ＧⅠ制覇時の雄姿をプリントした横断 

幕などで部屋を装飾した｡田村浩一支配人は｢国内外で活躍したナカヤマフェスタを思い浮か 

べながら､特別なひとときを過ごしてほしい｣とＰＲしている｡ナカヤマフェスタは 2010年 6 

月の宝塚記念に出走し､名牝ブエナビスタなどの強敵を下してＧⅠ制覇｡同年秋にはフランス 

で行われる世界最高峰レースの凱旋門賞に挑み､日本馬として歴代最高となる 2 着と活躍し 

た｡23 年に種牡馬を引退後､アエルで余生を過ごしている｡客室は 32 平方㍍のツインで､5 月 

から宿泊者を受け入れている｡室内は､宝塚記念でターフを疾走する姿を写した縦約 1.2 ㍍､ 

横約 3.8 ㍍の巨大横断幕や着順掲示板を模した壁掛けで装飾｡凱旋門賞に出走した時のゼッ 

ケンレプリカ､アエルの放牧地でリラックスする写真なども飾られている｡宿泊者には､ナカ 

ヤマフェスタをあしらったタンブラーやトートバッグなど特製グッズ5点がもらえる特典が 

ある｡ 
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  ションにも力を入れる｡ 

   

〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月1件)､負債総額ゼロ､(同1億5,200万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は23件(前年同月24件)､負債総額は18億9,100万円(同33億100万円)､倒産件数

は前月比18件の減少､前年同月比1件の減少となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は780件(前年同月857件)､負債総額は1,211億9,900万円(同903億8,900万円)｡倒

産件数は前月比103件減少､前年比で77件の減少となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 5月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.32倍で､前年を0.13ポイント下回り､前月を0.17ポイン 

 ト下回った｡有効求人数は755人で前年比53人の減少､前月比64人の減少となった｡有効求職者 

 数は574人で前年比15人の増加､前月比で24人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は0.81 

 倍で､前年を0.09ポイント下回り､前月を0.02ポイント下回った｡ 

 
 

 
管内生産馬 中央競馬重賞レース優勝馬 

 
 
5 / 23    第33回 平安ステークス（ＧⅢ） 

ロードクロンヌ 号       (新ひだか町 ケイアイファーム 殿生産） 
 
  5 / 24  第87回 優 駿 牝 馬（オークス）（ＧⅠ） 
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  １５馬房の新厩舎建設へ 
    
    新ひだか町の静内農業高校の新厩舎建設工事の地鎮祭が27日､同校敷地内で行われ､関 

   係者らが工事の安全を祈願した｡厩舎は札幌市の北海道彌生ホールディングスが建設し､ 

完成後に北海道教育委員会に寄付される｡総事業費は約1億5千万円で年内の完成を目指す｡ 

 同社は東京銀座で不動産事業などを手掛け､2年前に胆振の豊浦町でナマコの養殖事業 

に参入｡同社のグループ会社で静内町内のプライムの紹介で､日本で唯一､馬の生産・育成 

からセリまで一貫して学習できる同校の特色ある取り組みに共感し､将来を担う人材の育 

成を応援したいと新厩舎の建設を申し出た｡新たに建設する厩舎は､床面積452.14平方㍍｡ 

15の馬房に加え新たに生徒用の更衣室とトイレを備える｡｢森のなかの厩舎｣をコンセプト 

に緑色の屋根を採用するなど､周囲の景観に合わせたデザインとした｡ 

 地鎮祭後の会見で同社の山田社長は｢北海道の企業として､特色ある同校の取り組みと子 

どもたちを応援したいと考えた｡新しい厩舎で子どもたちが育てた馬を私たちが購入し､ 

競馬場で走る姿を見てもらいたいというのが､この事業の最終的な思い｡卒業後も農業に携 

わる子どもたちの未来につながれば｣と述べた｡    
       
 

 （注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

 

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 8 年 5 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,381 -43 13 2,438 24 19 

日 高 町 10,665 -172 -14 6,257 21 2 

新 冠 町 4,912 -67 3 2,835 16 0 

新 ひ だ か 町 19,537 -432 -19 11,199 -61 4 

浦 河 町 10,858 -250 -24 6,606 -44 -12 

様 似 町 3,641 -85 -5 1,995 -26 -1 

え り も 町 3,861 -106 -9 1,930 -33 -9 

日 高 地 区 合 計 57,855 -1,155 -55 33,260 -103 3 

広 尾 町 5,634 -153 -15 3,094 -19 -10 

大 樹 町 5,136 -114 -20 2,827 -13 -10 

日高･十勝地区合計 68,625 -1,422 -90 39,181 -135 -17 

札 幌 市 1,954,863 -1,228 -312 1,129,588 8,638 540 

江 別 市 117,630 -169 5 60,325 377 42 

石 狩 市 56,534 -397 -27 28,825 85 -2 

北 広 島 市 55,956 -401 -52 28,688 112 15 

恵 庭 市 70,024 -246 -63 36,695 347 -4 

千 歳 市 97,158 83 13 53,437 769 54 

石 狩 地 区 合 計 2,352,165 -2,358 -436 1,337,558 10,328 645 

苫 小 牧 市 163,422 -1,367 -10 91,873 225 65 

厚 真 町 4,232 -11 19 2,163 31 15 

む か わ 町 7,124 -114 67 4,131 -12 76 

胆 振 地 区 合 計 174,778 -1,492 76 98,167 244 156 

営 業 区 域 合 計 2,595,568 -5,272 -450 1,474,906 10,437 784 

        (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和8年5月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 755 73,461 -53 -6,995 -64 -1,601 

月 間 有 効 求 職 者 数 574 91,009 15 1,667 24 53 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.32 0.81 -0.13 -0.09 -0.17 -0.02 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和8年5月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 0 0 -1 -152 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 23 1,891 -1 -1,410   
全   国 780 121,199 -77 30,810   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和8年5月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

192,439 1.83 -0.09 58,496 0.82 -2.50 

                                  （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和8年5月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和8年5月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和8年5月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 11.0 126.5 187.4 1.3 101.0 100.1 

広   尾 12.0 145.0 198.3 2.2 89.3 114.6 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 5月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 10 898 18 1,170 7 278 12 336 

浦 河 町 9 72 17 129 9 157 22 352 

様 似 町 12 498 12 498 10 388 19 974 

え り も 町 4 90 9 258 6 169 16 244 

小 計 35 1,558 56 2,055 32 992 69 1,906 

広 尾 町 6 621 21 801 11 315 19 642 

総 合 計 41 2,179 77 2,856 43 1,307 88 2,548 

 
5月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 2 3 0 0 

浦 河 町 0 1 0 2 

様 似 町 1 1 1 1 

え り も 町 0 0 1 2 

小 計 3 5 2 5 

広 尾 町 0 1 0 1 

総 合 計 3 6 2 6 



８ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

就労者 事業者 

奨励金 １０万円 
・離職期間が１か月以上あり、道内事業所の 
 対象職種に就労し、労働時間が週20時間 
 以上かつ31日以上の在職実績がある方 

＋ 

加算金 １０万円 
・離職期間が１年以上ある方 

支援金 １０万円 
・道内に本店若しくは主たる事務所又は事業 
 所(道内事業所)を有する法人又は個人事業 
 主であって、左記就労者を雇用した事業者 

 
【特設ページ】 
URL：https://jinzaikakuho2026.pref.hokkaido.lg.jp/ 
【問い合わせ】 
人材確保支援事業コールセンター 電話: 050-3644-5988 
（受付時間：月～金10:30～19:00、土10:00～17:00） 

 

 
 
 
 
 

対 象 事 業 者 中小・小規模企業者等 

申 請 区 分 通常枠 促進枠 

補 助 率 １／２以内 ３／４以内 

補 助 上 限 額 ２００万円 ３００万円 

賃 上 げ 要 件 率を問わない ４％以上 

申 請 要 件 パートナーシップ構築宣言の登録・公表企業 など 

対 象 経 費 

 新事業展開、新商品・サービス開発、設備投資（デジタル技術の導入を含む）、人材育成・

確保・定着、販路拡大など、賃上げ環境の整備に要する経費 

（例）機械装置・システム導入費、クラウド使用料、広報費、展示会出展費、開発費、専門

家謝金、委託費、外注費、研修費 など 

※2026（令和８年）年２月２０日以降に要した上記経費が対象 

※雇用している従業員の賃上げが必要です 
※現在従業員がいなくても、新たに雇用した場合は申請が可能です。 
 
【特設ページ】 
URL：https://chinage-support2026-hokkaido.jp/ 
【問い合わせ】 
賃上げ環境整備補助金2026事務局コールセンター 電話:011-351-0047 
（受付時間：平日9:00～18:00） 

日高振興局からのお知らせ 

人材確保支援奨励金・支援金                 受付期間 : R8.4.16 ～ R8.9.15 

 

中小・小規模企業賃上げ環境整備等支援補助金    受付期間 : R8.５.15～(予算上限まで) 

求職者の方が道内事業所の人手不足が深刻な職種に就職し、一定期間以上勤務した場合、 

就労者及び事業者の双方に奨励金等を支給します。 

エネルギー価格高騰等の影響を受ける中小・小規模企業の生産性向上等を図り、持続的な 

賃上げに踏み出せる環境を整備するため、経営改善に資する経費を支援します。 

募集数 
５００人 

募集数 
４００社 

詳細はホームページを 

ご覧ください 



 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM え り も 支 店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

   

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

          地域支援部 地域支援課 
             〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

             電話 (0146)22-4113 FAX (0146)22-0994 

             URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


